






















































































































































































































尾留川正平（1950年） 耕作景と換金作物 東北・北陸水稲単作地域、畑作物の麦-甘藷・陸稲 福井・石川・富山県の範囲での区分。







































































































表 3 経営耕地面積（若山町5地区合計） 
（出所：農林業センサス） 
   







面積計 田の面積 田の割合 畑の面積 不作付地 樹園地の面積
1960年
1970年 10540 9600 91% 890 30 40
1975年 8852 7527 85% 1053 17 272
1980年 9417 8177 87% 839 48 261
1985年 9592 8339 87% 753 13 375
1990年 9264 7888 85% 960 25 416
1990年（販売） 8724 7430 85% 897 25 397
1995年 8754 7399 85% 1083 207 272
1995年（販売） 8141 6862 84% 1017 202 262
2000年 6782 6097 90% 615 0 10
2000年（販売） 6152 5571 91% 520 17 61
2005年（販売） 5093 4469 88% 579 6 5
91％

































































































 Hさん （飯田、料理店経営、料理人、50代、男性） 
  週に3・4回くらい。大きさや向きをそろえた袋詰めをしているモノを選ぶ。お客様を意識し
ているのかを見る。スーパーの色つきネットは品質・鮮度の誤魔化しである。 
 Iさん （女性） 



























































































































ことが挙げられる。     （「能登の里山里海」世界農業遺産活用実行委員会HP） 
7）能登野菜 
  能登の風土を活かした生産が行われ、優れた特長・品質を有する野菜 
・能登地区（JAはくい以北）の JA組合員が栽培し、能登地区（宝達志水町以北）で栽培されていること 
・明文化された栽培協定・指針を実践し、栽培履歴が記帳・整理されていること 
【能登伝統野菜】 
能登の伝統食などに育まれ、古くから栽培されている野菜 
・概ね30年以上の栽培歴史があること 
・部会などの組織を作っていること 
・優れた特長を有していること 
【能登特産野菜】 
能登を代表する野菜として、今後とも、生産・販売の拡大を進めていく野菜 
・能登の農業振興品目として、生産・販売の拡大を図る必要があるもの 
・栽培協定に従い生産されたもので、他産地に対して優位性・独自性を打ち出せる要素を持っていること 
・能登を代表する野菜として、広く一般に流通していること 
出荷に際しては次の点に留意する 
・品質、規格の統一ができていること 
・生産計画が樹立され、計画的な生産出荷が励行されていること 
・苦情に対する処理などのブランド管理の体制が確立していること 
・生産者組織による自主的な検査態勢が確立しており、かつ、農業協同組合の職員又はこれに代わる者に
よる格付検査が励行されていること 
 
 
漬物が多く見られる。自給的なもので人知れず伝承されている可能性もある。また、地域性とし
て半農半漁村らしさを強調することも考えられる。例えば、ナスのいしる漬け（珠洲市）は農と
漁の融合である。「秘伝」、「未知なる出会い」というようなプラスアルファを付加することが必要
である。 
 能登半島には能登空港がある。航空機の貨物室を活用するフライト農業は考えられないのだろ
うか。フライト農業は、花卉・軽量野菜などの鮮度が重視され、重量の割に単価の高い作物が適
しているとされる。能登地方に適した作物があるかどうかも検討しなければならないが、それ以
上に、担い手となる農家と後方支援をする農協に意欲があるかが重要である。農業に関して稲作
への依存度の高い能登地方では、「米さえ作っていればいい」という傾向があるようで、転作や新
品種開発の意欲が低いとされている。こうした意識改革こそまず取り組むべきことである。 
 
4．今後の展開 
  
 以上、視点と視野を変えて珠洲市若山町の農業を考察した。日本という国のスケールで農業を
考えることと、若山町という集落のスケールで農業を考えることは、全く違う次元のことではな
いかと予想していた。しかし、見え方が違うだけで、稲作と畑作のバランスに苦悩しているとこ
ろは同じである。現在は、稲作中心でも何とか続けられているが、人口減少時代で、国民のお米
の消費量が減っていくことは確実である。稲作と兼業でわずかでも余裕がある今のうちに、地元
に根付いた地域ブランド化や、新たな流通経路の構築に取り組む必要がある。 
 
5．おわりに 
  
 今回の調査は、私にとって初めての石川県の農村でした。立派なお宅に圧倒され、ほんの少し
方言に悩み、見たことも聞いたこともないモノ・コトの連続で、あっという間に 1 週間が過ぎて
いました。6月に見学させていただいた、若山庭まつりでは、赤ん坊からお年寄りまでいろんな人
が一緒に笑って踊っていて、見ているだけでとても幸せな気持ちになりました。 
 最後になりましたが、私たちの実習に協力していただきました皆様に、心から御礼申し上げま
す。 
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（能登野菜振興協議会HP） 
8）地域ブランド 
 平成18（2006）年4月に商標法の一部が改正され、「地域名＋商品（サービス）名」が地域ブランドとし
て国から認定される「地域団体商標制度』がスタートした。 
 平成19（2007）年6月には、地域資源（農産物や産地の技術や観光資源等）を活用して食農（農工）連
携によって農産物加工品などの新商品を開発・市場化することを支援する法律「中小企業地域資源活用促
進法」が施行された。 
 
 
44
